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第　 1　問

箱の中に 1 から N までの番号が一つずつ書かれた N 枚のカードが入っている。ただ
し，N は 4以上の自然数である。「この箱からカードを 1枚取り出し，書かれた番号を見
てもとに戻す」という試行を考える。この試行を 4回繰り返し，カードに書かれた番号を
順に X，Y，Z，W とする。次の問いに答えよ。

(1) X = Y = Z = W となる確率を求めよ。

(2) X，Y，Z，W が四つの異なる番号からなる確率を求めよ。

(3) X，Y，Z，W のうち三つが同じ番号で残り一つが他と異なる番号である確率を求
めよ。

(4) X，Y，Z，W が三つの異なる番号からなる確率を求めよ。
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第　 2　問

a，dを実数とし，数列 {an}を初項 a，公差 dの等差数列とする。数列 {an}の初項か
ら第 n項までの和を Sn とする。a3 = S2 = 18が成り立つとき，次の問いに答えよ。

(1) a，dの値を求めよ。

(2) Sn を nを用いて表せ。

(3) 数列 {Sn}の初項から第 n項までの和を Tn とし，数列 {Un}を

Un = Tn − 4Sn + 5an (n = 1, 2, 3, · · · )

により定める。Un が最小となるときの nの値をすべて求め，さらにそのときの Un

の値を求めよ。

(4) (3)で定めた数列 {Un}の初項から第 7項までの和を V とする。cを実数とし，関
数 f(x) = 3x2 + cx+36を考える。定積分

∫ c

0

f(x) dxが V に等しいとき，cの値
を求めよ。
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第　 3　問

空間内の 6点 A，B，C，D，E，Fは 1辺の長さが 1の正八面体の頂点であり，四角形
ABCDは正方形であるとする。−→

b =
−→
AB，−→

d =
−→
AD，−→

e =
−→
AEとおくとき，次の問いに

答えよ。

(1) 内積 −→
b ·

−→
d，−→

b ·
−→
e，−→

d ·
−→
e の値を求めよ。

(2)
−→
AF = p

−→
b + q

−→
d + r

−→
e を満たす実数 p，q，r の値を求めよ。

(3) 辺 BEを 1 : 2に内分する点を Gとする。また，0 < t < 1を満たす実数 tに対し，
辺 CFを t : (1 − t)に内分する点を Hとする。tが 0 < t < 1の範囲を動くとき，
△AGHの面積が最小となる tの値とそのときの △AGHの面積を求めよ。必要な
らば，△AGHの面積 S について

S = 1
2

√
−→
AG

2 −→
AH

2
− (

−→
AG ·

−→
AH)2

が成り立つことを用いてよい。
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第　 4　問

a < 0，b > 0，c > 0とし，座標平面上の二つの放物線

C1 : y = ax(x− 2), C2 : y = b(x+ c)2

を考える。放物線 C1 上の点 (2, 0)における接線の傾きは −2である。放物線 C1 と放物
線 C2 の共有点が 1 点のみであるとし，その共有点の x 座標を d とする。次の問いに答
えよ。

(1) aの値を求めよ。

(2) b，dを cを用いて表せ。

(3) 放物線 C1 と x軸で囲まれた部分を Aとし，不等式 0 ≦ x ≦ dの表す領域を B と
する。Aと B の共通部分の面積 S を cを用いて表せ。

(4) 放物線 C2，x軸および y 軸で囲まれた部分の面積 T を cを用いて表せ。

(5) (3)の S と (4)の T が 8S = 15T を満たすとき，cの値を求めよ。
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